
 

令和５年度 小樽支部活動報告 
小樽市学校体育研究会 事務局長    

 宮崎貴宣（小樽市立長橋中学校）  
                             
１ 本年度の研究活動の概要 

 今年度は事務局が大幅に変わった関係で見通しを持った計画を立てることができて

いなかったが、２月に中学校で研究授業を行うことができた。 
 初任段階層への働きかけとして、北海道学校体育研究大会十勝大会への参加を含め、

学研保体ジャーナルへの執筆活動など、研鑽の場を提供することができた。 
 また、北海道学校体育研究大会十勝大会へは上記若手教員を含めて３名の会員の参加

につなげることができた。 
 
２ 本年度の研究活動（研修会や研究授業など）から得られた成果  

   （※ 各学校や団体の教育活動に啓発していきたい研究内容を中心に） 
・本年度の研究主題「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育活動の創造」に沿

って公開授業を実施し、単元家格の提示、ＩＣＴの効果的な活用や対話的な活動の設

定など、主題に迫る内容で研究を進めることができた。。 
 【中学校部会】  

長橋中学校体育館にて、宮﨑教諭による第２学年：武道「柔道」を実施 
  
 ・１２月の全道研究担当者研修会に参加し、令和７年度に札幌で開催予定の全国学校体

育研究大会北海道大会に向けた目指す授業の方向性についての理解を深めることがで

きた。 
 
３ 研究活動にかかわって、日常の研修や研究授業等で工夫した点 
  （１人１台端末の利用など、ICT の活用を含む） 
 ・１人１台端末の利用による自己評価と映像分析を通して生徒自らが改善していける取

組の機会を増やすことにより、主体的な取組によって学びを深めていく体育活動の創

造に努めている。 
また、これまでのように「どのように端末を使うか」という段階からステップアッ

プし、授業での日常的な端末の利用を目指して取り組んでいる。 
 
４ 次年度への展望 
  事務局員の配置を再検討し、今年度よりも計画的に研究活動を行えるよう話し合いの

場を持つことを計画している。その中で、多くの会員が参加しやすい日程調整を行い、

実りある公開授業の実施など、地域内でのネットワーク作りの場として機会を提供でき

るようにしていきたい。また、単元の指導計画の作成や共有について理解を深め、教師・

生徒ともに見通しを持って授業を進められるよう提言をしていく。 
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